
建退共とＣＣＵＳのデータ連携について（案）

方式Ⅰ(直接入力方式)
⇒供用済

参照

　　建退共事務受託様式５号

殿 年 月 日

報 告 事 業 所 名

住 所

電 話 番 号

共 済 契 約 者

番 号

建設 キャリ アア ップ シス テム

事 業 者 I D

工 事 コ ー ド

建設 キャリ アア ップ シス テム

現 場 I D

備 考

（ 契 約 者 番 号 ）

元 請 事 業 所 名

次の表のとおり、就労実績を報告します。

就労状況 年 月 日 ～ 年 月 日

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 合計日数

※　建設キャリアアップシステム登録技能者は、ＣＣＵＳ欄に「〇」印を記載

被共済者就労状況報告書（日別報告様式）
整理番号

報 告 日

掛金納付についての
事務を委託します。

（契 約者番 号）

総合計

一次事 業所名

No. 被共済者番号 項番 氏名 CCUS

               印 

現場責任者確認

就労実績の集計に建設
キャリアアップシステムを

活用しています。

5号日別様式

方式Ⅱ(下請個別作業方式)
⇒供用済

方式Ⅲ
(元請・一次下請一括作業方式)

（システム改修中）

連携データ
ファイル

ＣＣＵＳ用
就業履歴入
力データ
ファイル

方式Ⅲは、
令和4年７月以降説明会等を経て
順次利用開始

電子申請専用サイト

　　　建退共事務受託様式４号

年 月 日

印

次の表のとおり、就労実績を報告します。 年 月 日～ 年 月 日

※　建設キャリアアップシステム登録技能者は、ＣＣＵＳ欄に「〇」印を記載

総合計　

No. 共済契約者番号 項番 共済契約者名 被共済者番号 被共済者名

報告期間：

( 共済 契約 者番 号) ( 共 済 契 約 者 番 号 )

元 請 事 業 所 名 一 次 事 業 所 名

工 事 コ ー ド

備 考

建 設キャ リアアッ プ シス テム

現 場 I D

電 話 番 号

共 済 契 約 者

番 号

工 事 名

報 告 事 業 所 名

住 所

建 設キャ リアアッ プ シス テム

事 業 者 I D

被共済者就労状況報告書（月別報告様式）
整 理 番 号

殿 報 告 日

掛金納付についての

事務を委託します。

就労実績の集計に建設

キャリアアップシステム を

活用しています。

現場責任者確認

CCUS
就労日数

310円

連携データ
4号月別様式

（共済契約者）

（建退共）

Ｒ

Ａ

Ｒ は、
令和4年７月以降説明会等を
経て順次利用開始

一覧データ
登録方式

※ 直接入力の他、利便性の向上のため、共済契約者から希望の多い様式第5号
日別報告のデータファイル（EXCEL、CSV）を直接取込による入力も可能とする。

Ｂ

連携データ
ファイル
連携データ
ファイル連携データ
ファイル

方式Ⅱ

Ａ 方式Ⅲ

or※



令和4年

ＣＣＵＳ連携機能強化版ツール

ツール改修版リリース

方式Ⅲ

R方式

※　7月末から順次システムの供用開始

ＣＣＵＳとの連携機能強化にかかるシステム改修予定（～令和４年１２月）

7月 8月 9月 10月 11月 12月

方式Ⅲモデル現場試行開始（7月の就業履歴を
活用）

方式Ⅲ供用開始（説明会を開催し、実施可能な
企業から順次導入）

Ｒ方式供用開始（7月以降の就労実績を活用）

ＣＣＵＳ連携マニュアル（建退共とＣＣＵＳの合体版）

7/29

9/10～ＣＣＵＳから建退共連携データダウンロード開始

試行導入の就労実績報告（7月）の修正期間

事業者・現場選定 試行導入

説明会を経て、順次導入（8月の就業履歴は9月10日以降ダウンロード可）

元請一括または一次下請一括を選択しＣＣＵＳへ登録した翌月から利用可（現場ＩＤ毎）

8/10～ＣＣＵＳから建退共連携データダウンロード開始

9/1～ＣＣＵＳへ建退共からの連携データ受付開始

順次見直し

試行導
入

順次導入（就労月の翌月以降から開始）


